
（仮称）大宮警察署跡地公園におけるPark-PFI等公民連携事業方針
さいたま市都市局みどり公園推進部都市公園課

サウンディング型
市場調査
事業化検討

設計・工事

令和6〜7年度 令和8年度 令和12年度〜

事業開始
（20年間を想定）

（仮称）大宮警察署跡地公園の敷地は、北大宮駅から西に約100
ｍ、大宮区と北区の区境に位置しています。
平成30年まで旧大宮警察署が設置されていた敷地であり、移転に

より生じた約7,000㎡の空地を街区公園として整備するものです。
対象地周辺は、戸建住宅や集合住宅を中心とした住宅地としての

土地利用がメインとなっており、徒歩圏を中心とした近隣住民から
の利用需要が見込まれます。

項目 公園概要

種別（予定） 街区公園

開設面積（予定） 約 7,000 ㎡

所在地 大宮区土手町1丁目

 主に対象地周辺エリアからの来園者の交流・憩いの場所として、「こどもの多様な遊び場」「子育
て世帯や地域住民の交流の場」「花と緑豊かなオープンスペース」等の機能を確保する。

 上記に加えて、園内施設と親和性の高い収益施設を民間主導で設置することにより、空間として
の魅力アップを図る。

本公園の
目指すべき姿

周辺エリアの状況と本公園の位置づけ、本公園の整備方針、地域住民の意見等を参照（P.1～2）
必要な機能や
公園施設

民間事業者のノウハウや資金を活かした事業の推進

 事業方式：都市公園法に基づく公募設置管理制度（Park-PFI）
公募対象公園施設：飲食施設、休憩所など
特定公園施設：芝生広場、花壇、便所、照明施設等の公共部分
事業期間：原則20年間

 事業手法として考えられる各パターン事業
スキーム
（案）

1
公募・事業者選定

令和9〜11年度

資料1①

事業手法 Park-PFI Park-PFI+管理許可 Park-PFI+指定管理
管理範囲 公募対象公園施設のみ

の管理
公募対象公園施設とそ
の周辺エリアの管理

公園の全域の管理

費用負担 独立採算 独立採算 官民負担

■対象公園の概要

■公民連携事業の実施方針

■公民連携事業の導入エリア

■事業スケジュール（案）

なお、本公園の整備にあたっては、こども・子育て世帯の目線に立った公園整備を行うこととしています。

国家公務員宿舎北大宮住宅

対象地航空写真

■周辺エリアの状況と本公園の位置づけ

❶対象地周辺の競合公園の状況
• 本公園の周辺（特に半径500ｍの徒歩圏）には、
大宮公園を除くと小規模な公園がわずかに点在
しているのみであり、本公園は地域住民にとっ
ての貴重なオープンスペースとなり得るポテン
シャルを有している。

• 本公園の周辺に点在する公園は、広場と小規模
な遊具程度の施設内容であり、特徴的な施設内
容の公園はあまり見られない。

❷対象地周辺の物販施設、飲食施設の状況
• 本公園の周辺（特に半径500ｍの徒歩圏）には、
コンビニやスーパーマーケット等の物販施設が
少なく、飲食施設についても小規模の店舗はわ
ずかにあるものの、大規模店舗は非常に少ない。
また直線距離で近い位置に店舗があったとして
も、鉄道や幹線道路の影響で実際のアクセス性
は悪い状況にある。

• したがって、本公園内への物販、飲食機能の導
入は一定の需要があるものと考えられる。（p.2
に示した公園づくりワークショップでも近隣住
民から物販、飲食施設の要望が多数挙がってい
る）

仲仙道公園 東植竹公園

対象地対象地

東植竹公園東植竹公園
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【凡例】

大宮駅大宮駅

対象地対象地 大宮公園大宮公園
北大宮駅北大宮駅

鉄道博物館駅鉄道博物館駅

広域図

課題の整理
●本公園の利用を促進する便益施設や遊戯施設
本公園は住宅街における貴重なオープンスペースとして整備されるため、地域コミュニティ醸成への寄与、市民

の憩いの場としての活用といった高いポテンシャルを有しています。本公園の利用促進にあたっては、整備コンセ
プトや地域要望を踏まえた便益施設（物販・飲食）や屋外施設、遊戯施設等、魅力的な整備を行うことが重要です。



子供たちが天候に関係なく遊べる施設 夜間の治安や周辺の迷惑駐車への配慮 幅広い世代の健康づくりができる施設

さいたま市では、こども家庭庁が掲げる「こどもまんなか」の趣旨に賛同しており、市長が令和5年に「こどもま
んなか応援サポーター」を宣言し、「子育て世代を中心に選ばれる都市に！」をスローガンとして様々な取り組みを
推進しています。
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「こどもまんなか応援サポーター」とは
こども家庭庁が掲げるこどもたちのために何がもっともよいことかを常に考え、こどもたち
が健やかで幸せに成長できるような社会を実現する「こどもまんなか宣言」の趣旨に共感・
賛同しその取組みを応援し、自らもアクションに取組む個人や地方自治体、団体や企業のこと。

項目 内容 詳細

手法 • web形式 • アンケート対象者に意見募集チラシを配布し、QRコードからアクセスし
て回答を入力してもらう

対象者
• 実際に公園を利用すると思わ
れる誘致圏内の未就学児や児
童及びその保護者、住民

• 対象地から半径約500ｍ圏内にある幼稚園及び保育園利用者（6園）
• 対象地の近隣にある小学校の生徒及び保護者（2校）
• 対象地から半径約500ｍ圏内にある自治会住民（7自治会）

設問内容 • 普段の公園利用に関する設問
• 本公園の要望に関する設問

• 回答者の基礎情報（年齢、子供の有無）、公園利用頻度、本公園の内容
に関する要望、管理運営等の参加意向、その他自由回答

実施期間 • 2024年7月22日〜8月15日
取得数 • 191件 • 30〜40代から144件、子供のいる方から163件取得

本公園は、こどもや子育て世帯を中心とした地域住民からの意見を取り入れながら計画検討を行うこととしていま
す。以下に、地域住民に対して実施したアンケート調査の概要と結果（一部抜粋）を示します。

本公園の基本計画策定にあたっては、こどもや子育て世帯を中心とした地域住民による公園づくりワーク
ショップを開催し、公園整備に対する意見交換、話し合いの場を設けています。以下に概要を示します。

項目 内容 備考

参加者
• 実際に公園を利用すると思わ
れる誘致圏内の児童及びその
保護者、住民

• 対象地の近隣にある小学校の生徒及び保護者（2校）、対象地から
半径約500ｍ圏内にある自治会住民（7自治会）の中から参加応募の
あった方

開催回数 • 計2回開催 • 第1回は2024年8月25日（日）に開催
• 第2回は2024年11月23日（土）に開催予定

参加者数
• 第1回は36名が参加
• 5班に分かれてグループワーク
を実施

• 第1回の参加者内訳は、大人20名、小中学生11名、未就学児5名
• 発展的な話し合いの場とするため、参加者は原則、第1回、第2回通
しで参加する

■本公園の整備方針

■公園基本計画策定に向けたアンケート調査の結果

■基本計画策定に向けた市民ワークショップの結果

第１回 どんな公園にしたいか、みんなで考えよう

第２回 どんな施設が欲しいか、みんなで考えよう

第1回のワークショップで出された意見のうち、
各班で共通していたキーワードを以下に示します。

説明会での周辺住民の方の要望
・安心、安全に利用できるような工夫。特に夜間の治安面が心配。
・周辺の迷惑駐車対策
・防災機能を備えた公園
・物販販売施設（小規模スーパーなど）の設置
・健康づくりができる公園（ランニングやウォーキングコース）
・ボール遊びが出来る公園
・日陰で休憩できる施設の設置
・健康づくりのイベントの定期開催

■基本計画策定に向けた住民説明会の結果

本公園の整備にあたっては、こどもの遊び場の確保や親同士・地域住民との交流機会の創出に資する「こども・子
育て世帯の目線に立った公園」をコンセプトとしています。整備のポイントとしては以下の3点が挙げられます。

（仮称）大宮警察署跡地公園におけるPark-PFI等公民連携事業方針
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■官民連携事業の導入エリアの状況
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